
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ディスク基板を成形する金型内でディスク基板に中心開口を穿孔する方法において、
前記金型のキャビティへ溶融樹脂を射出後、オスカッタを一次前進力で前進させてメスカ
ッタと所定量係合させ、その後、 前記一次前進力
をそれより低い二次前進力に切り換え、

前記オスカッタを前記メスカッタとの係合が解除されない
程度に後退させて保持することを特徴とするディスク基板の中心開口の穿孔方法。
【請求項２】
前記二次前進力は前記一次前進力の１５～４０％である請求項１に記載のディスク基板の
中心開口の穿孔方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、ディスク基板を成形する金型内でディスク基板に中心開口を穿孔する方法に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
  特許文献１および特許文献２には、ディスク基板を成形する金型内でディスク基板に中
心開口を穿孔する方法が開示されている。このような中心開口の穿孔に際しては、オスカ
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スプル部の溶融樹脂圧力と対抗していた
前記オスカッタが前記スプル部の溶融樹脂圧力に

基づいて押されることにより、



ッタのメスカッタへの挿入部に立てバリが発生し、ディスク基板の成形後の工程において
それが脱落し汚染の原因となるほか、ディスクに印刷する際やディスクをプレイヤーに搭
載したときの障害となったり、ディスクを手に持ったときの触感を悪化させることになる
。
【０００３】
  この問題を解決する技術として特許文献１においては、オスカッタの前進速度を高速か
ら低速に可変に制御している。しかしながら、特許文献１の方法によっては、十分なバリ
減少の効果が得られなかった。また、特許文献２には、カットパンチの突き出す圧力を少
なくとも２段階に切り替える制御技術が開示されている。しかしながら、特許文献２にお
ける方法は、内孔近傍における複屈折やチルトの特性を改善するものであり、内孔（中心
開口）のバリ発生を防止するものではない。
【０００４】
【特許文献１】特開平９－２０１８３９号公報（第１～４頁、第１～４図）
【特許文献２】特開２００２－２６９８４８号公報（第１～６頁、第１～７図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
  本発明は、上記の事情に鑑みてなされたものであって、ディスク基板を成形する金型内
でディスク基板に中心開口を穿孔する際に発生するバリを、簡易な構成により効果的に低
減させる方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
  本発明は、ディスク基板を成形する金型内でディスク基板に中心開口を穿孔する方法に
おいて、前記金型のキャビティへ溶融樹脂を射出後、オスカッタを で前進させ
てメスカッタと所定量係合させ、その後、 前進力を より低い二次 力に切
り換え、前記オスカッタを前記メスカッタとの係合が解除されない程度に後退させて保持
するディスク基板の中心開口の穿孔方法に関する。
【発明の効果】
【０００７】
  本発明によるディスク基板の中心開口の穿孔方法によれば、中心開口に発生するバリを
減少させるとともに、中心開口の穿孔面を良好な状態にすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
  図面に基づいて、本発明の実施の形態を詳細に説明する。図１は、金型の要部を示す部
分断面図である。図２は、オスカッタを一次 力で前進させて金型内でディスク基板に
中心開口を穿孔するときの説明図である。図３は、オスカッタの前進力を二次 力に切
り換えてオスカッタを後退させたときの説明図である。
【０００９】
  図１～図３に示す金型１は、固定型１６と可動型１７とからなる。固定型１６は、固定
鏡面板９と、固定鏡面板９の中心内孔に嵌挿されたメスカッタ７と、メスカッタ７の中心
内孔に嵌挿されたスプルブッシュ８とから主に構成される。可動型１７は、可動鏡面板１
０と、可動鏡面板１０の中心内孔に挿入されスタンパ１４の内周部で保持してスタンパ１
４を可動鏡面板１０の表面に取り付けるスタンパホルダ１１と、スタンパホルダ１１の内
孔面で保持してスタンパホルダ１１を案内するスリーブ１２と、スリーブ１２の中心内孔
に前後動可能に嵌挿されたエジェクタ１３と、エジェクタ１３の中心内孔に前後動可能に
嵌挿されたオスカッタ６とから主に構成される。固定型１６と可動型１７が型合わせされ
ると、それらの対向面にキャビティ３が形成される。スプルブッシュ８の外方端面に当接
する図示しない射出装置から射出された溶融樹脂は、スプルブッシュ８の中心内孔に形成
されたスプル部１５を介して、キャビティ３に流入し冷却・固化されてディスク基板２と
なる。
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一次前進力
前記一次 それ 前進

前進
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【００１０】
  キャビティ３に充填された溶融樹脂５は、即座に冷却されはじめ、射出充填に続く射出
保持圧力制御中かまたは射出保持圧力に続く冷却時間中に、オスカッタ６を前進させオス
カッタ６の先端部をメスカッタ７の内孔端部へ嵌入係合させることにより中心開口４が穿
孔される。
【００１１】
  オスカッタ６の後端部には、オスカッタ６を前後進駆動するシリンダ１８とピストン１
９が設けられ、ピストン１９はオスカッタ６に接続されている。シリンダ１８の内部空間
は、ピストン１９により前進室２０と後退室２１に分割され、前進室２０と後退室２１は
切換弁２２に接続されている。そして、油圧源２４から供給される圧油は、切換弁２２で
前進室２０または後退室２１へ、制御装置２５から出力される電気信号に基づいて選択的
に切り換えられる。図２および図３は、制御装置２５からオスカッタ６を前進させる電気
信号が切換弁２２に伝送された状態を示しており、油圧源２４の圧油は圧力制御弁２３で
圧力制御された後、切換弁２２を介して前進室２０へ供給される。その結果、オスカッタ
６は圧力制御弁２３による所定の前進力で前進する。なお、オスカッタ６の後退は、切換
弁２２を切換操作して圧油を後退室２１に供給することで実行するように示したが、オス
カッタ６を常に後退方向に付勢する図示しない弾発部材により後退させるように構成して
もよい。
【００１２】
  油圧源２４から供給される圧油は、圧力制御弁２３により圧力が制御される。この実施
例で示した圧力制御弁２３は、電磁比例制御式のものであり、圧油を制御装置２５から出
力される電流に比例した圧力に制御する。しかしながら、圧力制御弁としては、他に、手
動操作式の複数の圧力制御弁を切換弁で選択し切換えて圧油の圧力を多段に制御するもの
であってもよい。また、オスカッタ６を前後進駆動するシリンダ１８とピストン１９に代
えて、サーボモータ等で駆動する構成としてもよい。
【００１３】
  ディスク基板２がＤＶＤディスク基板であるときの成形における作動例を、図１ないし
図３に基づいて説明する。固定型１６と可動型１７が型合わせされて形成されたキャビテ
ィ３の厚さは０．６ｍｍである。図１に示すように、オスカッタ６がその後退限度位置に
あるとき、オスカッタ６の前進側端面はキャビティ厚さＤの中間位置（キャビティ３の可
動型１７面から０．２～０．３ｍｍ突出）にあり、メスカッタ７とは係合していないので
、両者の間には環状の通路が存在する。スプル部１５から射出されて流入した溶融樹脂５
は、前記環状の通路を通ってキャビティ３へ流動する。このとき、固定型１６と可動型１
７とは完全に型合わせされておらず、約０．６ｍｍの間隙をもって開いている。すなわち
、キャビティ厚さＤにおいては、約１．２ｍｍとなっている。このようなキャビティ３へ
所定量の溶融樹脂５を充填するとともに、開いていた可動型１７を固定型１６に接近させ
て溶融樹脂５を所定のディスク基板２の厚さとなるように圧縮・展延させる。
【００１４】
  溶融樹脂５の射出圧力は、所定量の溶融樹脂５が射出された後、充填圧力より低い保持
圧力に切り換えられる。このときオスカッタ６の前進開始を規定するタイマが計時開始す
る。このタイマの時間は、前記保持圧力が終了する時点の前後となるように設定される。
タイマの設定時間が経過すると、制御装置２５はオスカッタ６を前進させるように切り換
える電気信号を切換弁２２へ出力するとともに、オスカッタ６の前進力である所定の一次

力が発生するように圧油の圧力を制御する電気信号を圧力制御弁２３へ出力する。
【００１５】
  これにより、オスカッタ６は、キャビティ厚さＤ（約０．６ｍｍ）のキャビティへ０．
２～０．３ｍｍ突出している状態から前進距離Ｂ（０．７ｍｍ）前進するので、オスカッ
タ６の先端部はメスカッタ７に０．３～０．４ｍｍの所定量嵌入して係合部Ａが形成され
る。このような係合状態は、オスカッタ６の前進開始と同時に計時開始しオスカッタ６の
前進距離を規定する他のタイマで確認される。また、他のタイマに代えて、リミットスイ
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前進



ッチやエンコーダ等のセンサによりオスカッタ６の位置を検出して確認してもよい。なお
、他のタイマの設定時間は、０．０５～０．１５秒である。
【００１６】
  オスカッタ６の前記係合状態が確認されたとき、制御装置２５は、圧力制御弁２３へ伝
送していた一次 力の電気信号を所定の二次 力の電気信号に切り換える。この実施
例では、一次 力の油圧は４～６ＭＰａであり、二次 力の油圧は１～１．５ＭＰａ
である。すなわち、二次 力は一次 力より低く、二次 力の範囲は一次 力の
１５～４０％である。
【００１７】
  このように、スプル部１５の溶融樹脂５の圧力と対抗していた一次 力がそれより低
い二次 力に切り換えられることにより、オスカッタ６はスプル部１５の溶融樹脂５の
圧力に押されて後退する。図３は、オスカッタ６の前進力が二次 力に切り換えられて
オスカッタ６が約０．２ｍｍ後退したときの状態を示し、前進距離Ｃは約０．５ｍｍとな
る。したがって、係合部Ａは０．１～０．２ｍｍの係合状態を保っている。そして、二次

力は、エジェクタ１３の前進によるディスク基板２の突き出し時点まで継続して保持
する。
【００１８】
  上記のような方法でディスク基板の中心開口を穿孔するので、従来の方法であるオスカ
ッタ６をメスカッタ７に一定の前進力で嵌入したままの状態に保持したことによる溶融樹
脂５の圧縮に基づく係合部Ａのバリが、防止または軽減される。また、係合部Ａのバリは
、オスカッタ６が前進して係合部Ａへ嵌入したときに、溶融樹脂５を引き摺ることによっ
ても発生する。これに対して、本発明のようにオスカッタ６を後退させることにより、未
硬化の溶融樹脂５を引き戻す効果が生じるので、バリを防止または軽減させることができ
る。さらにこのとき、中心開口４の切り口が滑らかで綺麗になるという効果も生ずる。ま
たさらに、オスカッタ６を二次 力で後退させてもオスカッタ６のメスカッタ７との係
合を解除させないので、中心開口４の内径を収縮によって規定値より小さくさせないとと
もに、可動型１７を固定型１６から離隔させるときディスク基板２を可動型１７から脱落
させることはない。
【００１９】
  本発明のディスク基板の中心開口穿孔方法により、中心開口４の端部にディスク基板２
の面に垂直に発生するバリの高さは、従来２０μｍ以上であったものが、１０μｍ以下に
することができた。
【００２０】
  この発明は以上説明した実施例に限定されるものではなく、発明の趣旨を逸脱しない範
囲内において種々の変更を付加して実施することができる。例えば、上記実施の形態にお
いては、スタンパ１４を可動型１７に設けた例で説明したが、スタンパ１４を固定型１６
に設ける場合でも本発明が同様に実施できることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】金型の要部を示す部分断面図である。
【図２】オスカッタを一次 力で前進させて金型内でディスク基板に中心開口を穿孔す
るときの説明図である。
【図３】オスカッタの前進力を二次 力に切り換えてオスカッタを後退させたときの説
明図である。
【符号の説明】
【００２２】
  １     金型  
  ２     ディスク基板
  ３     キャビティ
  ４     中心開口
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  ５     溶融樹脂
  ６     オスカッタ
  ７     メスカッタ
  ８     スプルブッシュ
  ９     固定鏡面板
  １０   可動鏡面板
  １１   スタンパホルダ
  １２   スリーブ
  １３   エジェクタ
  １４   スタンパ
  １５   スプル部
  １６   固定型
  １７   可動型
  １８   シリンダ
  １９   ピストン
  ２０   前進室
  ２１   後退室
  ２２   切換弁
  ２３   圧力制御弁
  ２４   油圧源
  ２５   制御装置
  Ａ     係合部
  Ｂ     前進距離
  Ｃ     前進距離
  Ｄ     キャビティ厚さ
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【 図 ３ 】
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